
第10号

　「被害者の気持ちなんて、わかるんですか？」
　新人記者や、大学生に、被害者取材について話してい
ると、時折、こう尋ねられる。記者も、被害者の話を聞
く職業のひとつだが、いかに接するのか、どのように社
会に伝えるかは、最大の悩みのひとつである。
　私は、たまたま被害者家族の話を聴かせてもらうよう
になり十数年たつ。一つひとつ驚き、教えられ、自分が
いかに「わかってないか」痛感してきた歳月だといえる。
だから、いまはこう答える。「わかることはむつかしい。
けれど、理解しようと努力することはできる」
「支援者」の立ち位置は、さらにむつかしいものがあ
るように想像する。
　「研究者から受ける二次被害」について聞くことがある。
自分たちの研究は有意義なものであり、一当事者のあな
たより知見を持っている……という響きがあると、被害
者は、自分が素材にされてしまったと感じる。
　被害者支援でも、下手をすると、「支援者のための支援」
「実績づくりの材料」との疑念を招きかねない。
　被害者支援ネットワークも、ゼロから基礎をつくる時
代から、さらに質が問われる時代に入った。期待するこ
とを二つ申し上げたい。ひとつは、社会性を意識してほ
しい、ということ。社会全体のなかでの働きを意識する
ことは大切だし、説明していくことも大切だと思う。こ
の被害者支援ニュースも、その一環と理解し評価してい
る。これまでの被害者支援は、捜査や裁判への対応を中
心に構築されてきた。が、犯人がわからない事件や、海
外で起きた事件の被害者もいる。警察に届けない被害も
あるだろう。けれどどんな被害者も、地域のなかで生き
ていく。被害にあっても今より生きやすい社会を、共に
つくりたい。
　また、秋葉原事件のように広域に被害者がいる場合や、
海外事件などでは、ネットワーク事務局が力を発揮して、
地域での「途切れない支援」を実現してほしい。
　二点目。専門性を高める努力とともに、専門的地平か

らあえて身をはがして見返す努力も続けてほしいと願っ
ている。私は、被害者の話を聞かせてもらうなかで、い
かに司法用語がわからないか、裁判所が遠い存在か、と
いったことを教えられた。こうしたことを前提に、付き
添い支援や説明が行われるようになってよかった。ただ
些末ながらこんな経験もある。被害者から相談され、そ
の地の支援センターを紹介しようとホームページを見た
ら、いきなり「直接的支援」と出てきたのだが、わかる
だろうか？　また、イベントの時にようやく訪ねてきた
被害者がスタッフに話しかけたところ、「今日は忙しい
んです」と断られて帰るのを見たこともある。忙しいの
はわかるけれど、別の言いようもあったのではないか。
たえず立ち返る努力は、私自身の課題でもある。
　昨秋のフォーラムでは、冒頭に金屏風をたてての表彰
式を初めて見た。むろん、この表彰制度が初めてできた
からではあるのだが。私たち外部の者にとって、フォー
ラムは、ネットワークの実際の活動について聞く年 1回
の機会だ。表彰された方たちの長年の労苦を讃え、ねぎ
らうことに異論はないが、それは内部の行事ではないか
と感じた。あとのフォーラムで、長年ねぎらわれる機会
もほとんどないまま、身を削るように活動してきた当事
者の方たちがパネリストとなることについて、組織内で
どのように議論されたのか、気になった。
　以上、日々のご努力を承知の上で、勝手なことを書か
せていただいた。被害者支援の深化と充実を心の底から
願うゆえであり、大きな期待をかけている。
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を受けた県警にその旨の報告を行い、承認を受ける
ことになる。

3 ．人材育成活動について、指導的役割を果たすことが
2 つ目の役割であるが、全国被害者支援ネットワーク
支援活動検討委員会との住み分けや具体的に想定され
る各種講師や助言者として、いかなる活動が考えられ
るのかについては、これからの検討課題である。

第 3 ．NNVS認定コーディネーター制度の今後の方向
と展開。

1 ．平成24年度の認定は 2 名に留まった。しかし、次年
度からは継続して認定を進め、一定程度の員数を確保
し、少なくとも各ブロックに 1 名を配置する必要があ
る。平時はブロック内でのセンター間の調整を、緊急
時にはブロックの壁を超え、もしくは他のブロックの

コーディネーターと連携を取りつつ、コーディネート
を実践する必要がある。

2 ．広域・緊急支援チームを機能させるためには、具体
的なマニュアルを策定する必要があり、警察庁との間
で法的、制度的なすり合わせを行う必要がある。今後、
中央では警察庁と全国被害者支援ネットワークとの間
で、また各地のセンターと県警との間で相互に情報を
提供し合い、広域緊急事案における連携について共通
の認識を共有することが今後の検討課題となる。

3 ．コーディネーターに対する報酬については、別紙の
組織系統図に則り、全国被害者支援ネットワークに於
いていかなる立場に位置づけるかとともに併せて今後
検討すべき課題である。

以　上

認定非営利活動法人全国被害者支援ネットワーク

総　会

定款第22条（機能）（3）（4）事業計画，事業報告に
関する事項及び（6）その他運営に関する重要事項

理　事　会

●定款第 1 章　総則
　定款第 4 条（特定非営利事業の種類）
●定款第 5 章理事会
　第31条（機能）（2）（3）業務の執行に関する事項

組織・広報委員会 支援活動委員会

● 定款第 1 章　総則第 5 条（事業の種類）第 1 項（1）（2）
（5）（6）

● 定款第 1 章　総則第 5 条（事業の種類）第 1 項（3）（4）
被害者支援に関する教育及び訓練に関すること及び被
害者支援に関する調査及び研究に関すること。

▼
広域・緊急支援チーム

（構成）
•チームリーダー
•サブリーダー（ 2 名）
•NNVS認定コーディナーター（ 2 名）  ▶広域・緊急支援対応
•スーパーバイザー（ 2 名）  ▶人材育成における指導的役割
•事務局（ 2 名）

● コーディネーター規則第 1 章  総則第 2 条（役割と使命）
NNVS認定コーディネーターは、広域犯罪もしくは危機緊急事案に対応すべき
本会活動の中核的役割を担うとともに、全国研修・ブロック研修・センター研修
等の人材育成活動において指導的役割を果たすことをもってその使命とする

組織系統図
広域・緊急支援チームの構成員及び人材育成としてのNNVS認定コーディネーター
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